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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

「 法帖 」 と は 、中 国 、 日 本な ど 東 ア ジア の 漢 字 文化 圏 に お いて 、 書 を 学ぶ 際 に 範 本（ 手 本 ） とし て

用 いら れ て き たも の を 指 す。 本 研 究 は、 中 国 の 清代 に 刊 行 され た 法 帖 、特 に 民 間 にお い て 刊 行さ れ

た 法帖 に 焦 点 を当 て て そ の時 代 的 な 特徴 を 探 り 、そ れ ら の 法帖 が 有 し た意 義 が い かな る も の であ っ

た かを 明 ら か にす る と と もに 、 現 代 の高 等 学 校 芸術 科 書 道 の教 科 書 に 掲載 さ れ る 図版 資 料 や そこ に

併 せて 掲 載 さ れる 参 考 資 料の あ り よ うに つ い て も検 討 す る こと を 目 的 とす る も の であ る 。  

本 研究 で は 、 まず 、 中 国 、日 本 、 台 湾に 現 存 す る刻 帖 や 拓 本、 文 献 等 の資 料 を 実 見す る 調 査 を行 な

っ た。 そ の 上 で『 叢 帖 目 』（中 華 書 局 ）、 浙 江 大 学図 書 館 所 蔵『 容 庚 蔵 帖 』（ 広 東 人 民出 版 社 ・ 日本 国

内 所蔵 な し ） の内 容 を 通 して 、 清 代 の特 に 民 間 で刊 行 さ れ た刻 帖 の 傾 向や 特 徴 を 分析 し た 。 そこ で

見 出せ た の は 以下 の 三 点 であ る 。 明 以前 の 法 帖 と比 較 し て 、① 法 帖 に 収録 さ れ た うち 、 歴 代 の名 跡

で はな く 、 同 時代 の 人 物 の書 跡 が 増 加し て い る 、② 自 運 （ 創作 ） で は なく 、 臨 書 が増 加 し て いる 、

③ 隷書 や 篆 書 が増 加 し て いる 。 こ れ らの こ と は 、こ れ ま で の研 究 に お いて 指 摘 さ れて お ら ず 、本 研

究 にお け る 新 知見 と い え る。  

ま ず、 同 時 代 すな わ ち 清 朝の 人 物 に よる 書 が 増 加し た 要 因 につ い て 、『 試硯 齋 帖 』 等の 法 帖 の 跋文

を 通し て 、「 清 朝の 書 が そ れ以 前 の 書 に劣 ら な い もの で あ る 」と い う 認 識を 当 時 の 人々 が 持 っ てい た

か らだ と 考 察 した 。 先 行 研究 に お い ても 、 異 民 族に よ る 王 朝で あ っ た 清が 「 中 華 」の 位 置 を 維持 す

る ため に 、 さ まざ ま な 文 化事 業 を 絶 えず 行 な っ てい た こ と が指 摘 さ れ てい る 。 清 朝の 人 々 が 同時 代

の 書を 高 く 評 価し た の も 、か よ う な 朝廷 の 政 策 が成 功 し て いた 証 左 で あろ う 。  

ま た、 法 帖 に 収録 さ れ た 書跡 の う ち 臨書 が 多 い こと に つ い ては 、 劣 悪 な翻 刻 本 よ りも 、 同 時 代の 人

に よる 臨 書 作 の方 が 学 ぶ 価値 が 高 い もの と 当 時 の人 々 が 判 断し て い た ため だ と 考 えら れ る 。 清代 に

刊 行さ れ た 法 帖の 跋 文 に は翻 刻 本 に 対し て 厳 し く指 摘 す る 内容 の も の が散 見 さ れ る。 翻 刻 が 繰り 返

さ れて 本 来 の 面目 が 失 わ れた 名 跡 よ りは 、 同 時 代の 人 に よ る臨 書 作 品 の方 が 学 ぶ 対象 と し て は価 値

あ るも の と 捉 える 傾 向 が 生ま れ て い たの で あ る 。  

さ らに 、 隷 書 や篆 書 が 法 帖に 多 く 刻 され る 傾 向 につ い て は 、碑 学 の 流 行と 軌 を 一 つに し て い るも の

と 捉え ら れ る 。碑 学 の 書 論に お い て 、篆 書 や 隷 書、 北 朝 の 書な ど の 石 刻に 目 が 向 けら れ る よ うに な

っ たが 、 印 刷 技術 が な か った 時 代 に おい て 、 そ れら の 拓 本 を直 接 目 に する こ と が でき な い 人 が大 多

数 であ っ た 。 そこ で は 、 法帖 に 収 録 され た 隷 書 や篆 書 が 学 書の 格 好 の 教材 と な っ たの だ ろ う 。  
こ のよ う に 、 本研 究 で は 、中 国 、 日 本、 台 湾 各 地で 実 地 調 査を 行 い 、 そこ で 得 ら れた 知 見 を もと

に 、清 代 の 特 に民 間 の 法 帖に 関 す る 特徴 ・ 傾 向 と、 そ れ が 発生 し た 要 因に つ い て 分析 し た 。 これ ら

の 問題 は 、 単 に歴 史 的 な 状況 の 解 明 にと ど ま ら ず、 現 代 の 書道 教 育 に おけ る 書 を 学ぶ 方 法 に つい て

も 示唆 を 与 え るも の で あ る。 芸 術 科 書道 の 授 業 にお い て 、 一般 的 に 生 徒た ち は 教 科書 に 掲 載 され た

拓 本の 図 版 を 見て 学 ぶ が 、同 時 代 （ 現代 ） の 書 家に よ る 臨 書も 参 考 例 とす る こ と が多 い 。 拓 本で 欠

け てい る 点 画 など を 現 代 人の 手 に よ って 補 わ れ たも の が 高 校生 の 学 び の助 け と な るが 、 同 時 に古 典

の 書の 美 を 現 代的 感 覚 に よっ て 歪 め てし ま う 危 険性 も 孕 む もの で あ る とも い え る 。清 代 の 法 帖と そ

れ に対 す る 評 価、 当 時 の 人々 の 認 識 を整 理 し て 再検 討 す る こと は 、 現 代に お い て 教材 を い か に作 成

し 、活 用 し て いく べ き か 考え る 上 で 参考 と な る だろ う 。  

今 後は 、 清 朝 に刊 行 さ れ た隷 書 の 法 帖の 内 容 を 具に 分 析 す ると と も に 、そ の 法 帖 に対 す る 評 価を

合 わせ て 検 討 する こ と で 、学 書 の 範 本と し て 使 用さ れ た 臨 書作 品 の あ りよ う 及 び その 活 用 法 につ い

て も考 察 を 深 めて い き た い。  

【研究成果発表方法】 

発表論文名：「清代の民間における刻帖の特徴とその刊行の意義について」 

氏名：城間圭太 

学会誌名等：令和７年度中に『中国書法』誌へ投稿予定。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


